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眺める宇宙から
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月は私たち人類にとって最も身近で特別な天体です。
1969年、アポロ11号の乗組員が人類で初めて月面に降
り立った時、世界中がこの快挙に沸き立ち、宇宙に対す
る見方が変わりました。月は人類が宇宙に活動範囲を
広げる足がかりであり、「港」なのです。今号の表紙は、
アニメ「機動戦士ガンダム」シリーズで描かれた月面初
の恒久都市「フォン・ブラウン市」です。月面都市はまだ
実現に至っていませんが、あと数十年後には月で生まれ
た人類の子孫が地球を眺めているかもしれません。
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『FUTURE DESIGN』vol.38に対するご感想をお寄せくだ
さい。抽選で10名様に、岩手県の伝統工芸品として知られる
南部鉄器のカラーポットとポット敷きのセットをお送りします。
このポットは、カモミールの可憐な花が全
体的に配され、少し華やかでかわいらしい
雰囲気のデザインです。容量は0.65リ
ットルで、標準的なティーカップで約4～
5杯分の紅茶をお楽しみいただけます。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。
以下のWebページ内にあるフォームからご意見をお寄せいただ
くことも可能です。
https://www.toshiba-elevator.co.jp/SSL/camp/campaign.
jsp?pk=1397616918010

●締め切り
2014年8月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。
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 眺める宇宙から
 住む宇宙へ
 宇宙空間での新たな生活を夢見て

ユーザー訪問●乗り心地、いかがですか？
 vol.6

 石巻グランドホテル
 連載●私の忘れられない本・映画

 太田 光代さん（会社経営者、タレント）

 連載●藻谷浩介のがんばる地方都市
 第2回
 山形県新庄市

安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

このたび、4 月 1日をもちまして、
代表取締役社長に就任いたしました。
より安全・快適で環境に配慮した移
動空間・住環境と高いサービス品質
のご提供を目指し、全社一丸となり
邁進してまいる所存です。引き続き
ご愛顧を賜わりますようお願い申し
上げます。

東芝エレベータ株式会社

代表取締役社長 松
まつ　ばら

原 和
かず　のり

則
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養
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ギ
ル
大
学
大
学
院
博
士
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（
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士
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科
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論
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セ
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演
な
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、
N
H
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E
テ
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サ
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エ
ン
ス
Z
E
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ナ
ビ
ゲ
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タ
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け
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コ
マ
大
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ス
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『
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9
%
は
仮
説
』（光
文
社
新
書
）

な
ど
著
書
多
数
。
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眺
め
る
宇
宙
か
ら

住
む
宇
宙
へ

宇
宙
空
間
で
の

新
た
な
生
活
を
夢
見
て

今
ま
で
は
眺
め
る
だ
け
の
遠
い
存
在
だ
っ
た
宇
宙
が
、

今
後
は
も
っ
と
身
近
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

地
上
と
高
度
1
1
0
㎞
の
地
点
を
往
復
す
る

民
間
宇
宙
旅
行
の
開
始
が
い
よ
い
よ
目
前
に
迫
り
、

宇
宙
旅
行
産
業
の
誕
生
を
見
す
え
た
宇
宙
ホ
テ
ル
構
想
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、地
球
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伝
送
す
る
月
面
太
陽
光
発
電
だ
け
で
な
く
、

月
面
基
地
構
想
、火
星
地
球
化
計
画
な
ど
、

人
類
が
月
や
火
星
に
住
む
時
代
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
も

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

狭
く
な
っ
て
き
た
地
球
を
飛
び
出
し
、

宇
宙
か
ら
地
球
を
眺
め
る
よ
う
に
な
る
時
代
が

あ
と
数
十
年
で
到
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

今
回
は
、「
眺
め
る
」か
ら「
住
む
」に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

新
し
い
宇
宙
へ
の「
旅
」に
ご
案
内
し
よ
う
。

写
真
提
供
：
N
A
S
A

エ
レ
べ
っ
ち

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

竹
内
さ
ん
の
助
手

竹
内 

薫
氏

家
に
4
匹
の
猫
を
飼
う

猫
好
き
サ
イ
エ
ン
ス
作
家

今
回
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー



古
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の
日
本
人
が
見
た
宇
宙

　
7
世
紀
末
か
ら
8
世
紀
初
め
に

つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
キ
ト

ラ
古
墳（
奈
良
県
明
日
香
村
）の
石
室

天
井
に
は「
星
宿
図
」と
呼
ば
れ
る

天
文
図
が
あ
る
。「
星
宿
」
と
は
古

代
中
国
の
星
座
の
こ
と
で
、
私
た

ち
が
知
っ
て
い
る
北
斗
七
星
の
姿

も
描
か
れ
て
い
る
。
太
陽
の
通
り

道「
黄
道
」や
月
も
描
か
れ
た
精
緻

な
図
だ
が
、
古
代
の
日
本
人
は
宇

宙
や
星
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
宇
宙
物
理
学
者
の
二
間

瀬
敏
史
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
日
本
で
天
文
観
測
が
始
ま
っ

た
の
は
7
世
紀
で
、
天
文
現
象
か

ら
吉
兆
が
占
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
中
国

の
思
想
に
よ
る
も
の
。
キ
ト
ラ
古

墳
の
星
宿
図
も
日
本
独
自
の
体
系

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
と
し

て
は
、
あ
く
ま
で
自
然
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
の
星
空
を

眺
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
日
本
人
は
、
新
月
、
上
弦
、
下

862年から800年以上にわたって日本で使われてきた暦
『宣明（せんみょう）暦』（第1巻、1644年）。月の満ち欠けの周期
をもとにしていた。
所蔵：国立国会図書館
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東
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理
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研
究
科 

教
授

日
本
人
に
と
っ
て
、

月
は
特
別
な
存
在
な
ん
で
す
。

日本人は、浮世絵のなかに、風景のひとつとして月を好んで描いてきた。
写真は歌川広重（2代目）作『諸國名所百景』の「丹後 天のはし立」。
所蔵：国立国会図書館
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を
ど
の
よ
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に
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る
こ
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が
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き
る
の
か
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は
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る
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今
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、

宇
宙
を
体
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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弦
、十
五
夜
な
ど
、満
ち
欠
け
す
る

月
に
様
々
な
異
称
を
与
え
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
人
の
月
に

対
す
る
強
い
関
心
を
示
し
て
い
ま

す
。
人
の
気
持
ち
を
託
す
る
も
の
、

あ
る
い
は
暮
ら
し
の
一
部
と
し
て
、

月
を
親
し
く
捉
え
て
い
た
の
は
確

か
で
す
」

　

雪
月
花
と
い
う
よ
う
に
、
月
は

自
然
美
の
代
表
だ
。
そ
の
月
を
見

て
暦
を
つ
く
り
、
浮
世
絵
を
描
き
、

仲
秋
の
名
月
に
は
今
も
稲
穂
に
見

立
て
た
ス
ス
キ
を
供
え
る
。
盆
踊

り
は
旧
暦
の
十
五
日
で
こ
そ
満
月

の
下
で
楽
し
め
る
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
月
を
滑
ら

か
な
球
体
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

日
本
人
は
文
明
の
進
ん
だ
遠
い
外

国
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。『
竹
取
物
語
』は
、月
を

憧
れ
の
地
と
考
え
て
い
る
か
に
思

え
ま
す
」（
二
間
瀬
氏
）

　

日
本
人
と
月
の
深
く
古
い
つ
な

が
り
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
物

語
や
風
習
の
な
か
に
少
な
か
ら
ず

息
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

最
新
の
宇
宙
を
リ
ア
ル
に
体
感

　

現
代
に
お
い
て
、
宇
宙
の
姿
を

最
も
リ
ア
ル
に
体
感
で
き
る
の
は

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
古
く
か
ら
天
体
の
動
き
を

再
現
す
る
機
械
が
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
よ
っ
て

私
た
ち
は
映
像
で
再
現
さ
れ
た
天

球
の
な
か
に
身
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
。

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
機
器
メ
ー
カ

ー
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
株
式
会
社
が
運
営
す
る

「
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム〝
天
空
〞in
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

タ
ウ
ン
」で
は
、地
上
か
ら
見
上
げ

る
星
空
だ
け
で
な
く
、
宇
宙
へ
昇

り
、
星
々
の
間
を
旅
し
て
い
く
感

覚
を
全
天
周
映
像
で
味
わ
え
る
。

こ
れ
を
実
現
し
て
い
る
の
は
、光
学

式
投
映
機
と
デ
ジ
タ
ル
式
投
映
機

の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
だ
。
前
者

は
夜
空
の
星
々
を
そ
の
瞬
き
ま
で

き
わ
め
て
正
確
に
投
映
で
き
、
後

者
は
最
新
の
天
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
基
づ
く
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、過
去
・
未
来
の
星
空
や
は
る

か
彼
方
の
宇
宙
を
も
投
映
で
き
る
。

　

同
社
統
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

北
畠
一
範
氏
は
、
そ
の
リ
ア
ル
な

星
空
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
宇
宙
の

体
感
を
と
こ
と
ん
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
し
た
う
え
で
、「
空
と
の
つ
な

が
り
を
忘
れ
ず
、
こ
の
地
球
に
生

き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
」と
い
う
願
い
も
託
し
て
い
る
。

北
畠 

一
範
氏 

き
た
ば
た
け
・
か
ず
の
り

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
株
式
会
社

新
規
事
業
部 

直
営
グ
ル
ー
プ

統
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

“天空”の内部。中央には、リアルな星空を映し出す光学式と、宇宙空間を迫力の映像で
再現するデジタル式の2種の投映機が設置されている。 

2012年5月、東京スカイツリー®と同時オープンした“天空”
は、東京スカイツリータウン®のなかの人気スポットだ。
入口の向こうは、青い光に包まれたホワイエ。
宇宙への旅立ちと未来的なイメージが湧いてくる。

　

宇
宙
へ
の
旅
が
具
体
化
す
る
は
る
か
以
前
か
ら
、

そ
れ
を
描
い
て
き
た
の
が
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン（
Ｓ
Ｆ
）だ
。
Ｓ
Ｆ
の
祖
の
ひ
と
り
、ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ

ェ
ル
ヌ
の『
月
世
界
旅
行
』（
１
８
６
５
年
）で
は
、
巨

大
な
大
砲
で
人
間
が
乗
っ
た
弾
丸
を
月
へ
と
発
射
す

る
。
初
期
の
Ｓ
Ｆ
に
は
、
人
間
が
月
面
で
呼
吸
す
る

な
ど
非
科
学
的
な
描
写
も
あ
る
が
、
こ
の
小
説
で
は

宇
宙
船
内
で
の
無
重
力
状
態
な
ど
、
宇
宙
旅
行
な
ら

で
は
の
体
験
を
す
で
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

科
学
的
な
知
識
に
基
づ
い
た
現
実
的
な
宇
宙
旅
行
の
話
を
読
み
た
い
な
ら
、

ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
の
作
品
が
お
勧
め
だ
。『
火
星
の
砂
』（
１
９
５
１
年
）

は
、火
星
行
き
定
期
宇
宙
船
の
第
１
号
の
乗
客
と
な
る
作
家
が
主
人
公
。
訪
れ

る
の
は
火
星
の
ド
ー
ム
都
市
で
、そ
の
屋
根
は
東
京
ド
ー
ム
と
同
じ
く
空
気
圧

で
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

宇
宙
旅
行
の
先
に
起
こ
る
の
は
、宇
宙
へ
の
移
住
だ
ろ
う
。
居
住
の
形
態
は

大
別
し
て
２
つ
。
宇
宙
に
浮
か
ぶ
建
造
物
に
住
む
も
の
と
、地
球
以
外
の
惑
星

や
衛
星
に
都
市
を
築
く
も
の
だ
。
ア
ニ
メ「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」シ
リ
ー
ズ

に
は
両
方
が
登
場
す
る
。

　

地
球
の
人
口
爆
発
と
資
源
枯
渇
へ
の
対
策
と
し
て
、月
の
軌
道
上
の
重
力
的

安
定
点
に
設
け
ら
れ
た
の
が
ス
ペ
ー
ス
・
コ
ロ
ニ
ー
。
直
径
６
・
４
㎞
、長
さ
32

〜
40
㎞
の
円
筒
形
の
な
か
に
都
市
が
あ
り
、回
転
に
よ
り
重
力
を
生
み
出
す
。

　

月
に
も
複
数
の
都
市
が
築
か
れ
る
が
、そ
の
代
表
が
ク
レ
ー
タ
ー
地
下
に
あ

る
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
市
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
も
と
も
と
ス
ペ
ー
ス
・
コ
ロ
ニ
ー

を
建
造
す
る
た
め
の
鉱
物
資
源
を
採
掘
す
る
基
地
で
、巨
大
企
業
が
工
場
や
研

究
開
発
部
門
を
移
転
し
た
こ
と
で
発
展
す
る
。
居
住
空
間
は
５
層
で
、最
上
層

は
太
陽
光
や
地
球
か
ら
の
反
射
光
が
入
る
が
、そ
れ
以
外
の
層
は
人
工
的
な
照

明
で
昼
の
状
態
を
つ
く
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｆ
が
描
い
た
宇
宙
旅
行
と
移
住

明治13～14年に翻訳されたジュール・ヴェルヌ作
『九十七時二十分間 月世界旅行』（当時の邦題、全10巻）の
なかの挿絵。人間が弾丸に乗り込む姿が描かれている。

所蔵：国立国会図書館

アニメ「機動戦士ガンダム」シリーズで
描かれた月面初の恒久都市「フォン・
ブラウン市」。
CG制作：太田浩史＋福島慶介
出典：『機動戦士ガンダム公式設定集
アナハイム・ジャーナル U.C.0083-0099』
（株式会社KADOKAWA）
©創通・サンライズ
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月
面
で
太
陽
光
発
電
？

　

清
水
建
設
株
式
会
社
で
は
近

年
、
宇
宙
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

「
ル
ナ
リ
ン
グ
」を
研
究
し
て
い
る
。

月
の
赤
道
１
周
１
万
１
０
０
０
㎞

に
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰
め
、

発
電
し
た
電
力
を
マ
イ
ク
ロ
波
や

レ
ー
ザ
ー
光
線
に
変
換
し
て
地
球

に
送
り
届
け
る
構
想
だ
。
な
ぜ
月

な
の
か
。
同
社
技
術
研
究
所
の
金

森
洋
史
氏
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
月
は
、地
球
か
ら
平
均
38
万
㎞

の
楕
円
軌
道
を
常
に
同
じ
面
を
地

球
に
向
け
て
周
回
し
て
い
る
の
で
、

そ
の〝
月
の
表
〞に
送
電
施
設
を
置

け
ま
す
。
ま
た
、
月
に
は
大
気
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
太
陽
光
が
遮
ら

れ
ま
せ
ん
。
広
大
な
土
地
に
太
陽

電
池
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰
め
れ
ば
膨

大
な
電
力
を
生
み
出
せ
ま
す
」

　

実
現
す
れ
ば
、
地
球
で
使
用
す

る
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か
な
え
る

と
い
う
。
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

関（
※
1
）
の
算
定
で
は
、
２
０
３
０

年
に
地
球
で
必
要
と
な
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
石
油
換
算
で
１
７
０
億
ｔ
。

幅
４
０
０
㎞
の
ル
ナ
リ
ン
グ
な
ら
、

こ
れ
を
充
分
ま
か
な
え
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
で
き
る
と
金
森
氏
は

試
算
し
て
い
る
。

　

建
設
は
、
ま
ず
赤
道
上
に
輸
送

宇宙ホテルの模型
宇宙ホテルは低軌道に浮かべる。

宇
宙
に
泊
ま
れ
る
時
代
が

す
ぐ
そ
こ
ま
で

来
て
い
る
か
も
!?

 

特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形

月
か
ら
始
ま
る

宇
宙
生
活
新
時
代

ア
ポ
ロ
11
号
の
乗
組
員
が
月
面
に
降
り
立
っ
て
は
や
45
年
。

人
類
が
月
よ
り
も
遠
い
天
体
に
旅
立
つ
夢
は
、

ま
だ
実
現
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、

月
を
宇
宙
へ
の
足
が
か
り
と
す
る
研
究
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

人
類
が
月
に
居
住
す
る
可
能
性
も
含
め
て
、

月
面
利
用
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
。

【うちゅうでつくる】

①月太陽電池
②送電ケーブル
③マイクロ波送電アンテナ
④レーザー光送光施設
⑤月赤道上輸送ルート
⑥自走式太陽電池生産プラント
図版提供：清水建設㈱

※1 国際エネルギー機関：経済協力開発機構に付属する、28カ国からなる諮問
 機関で、エネルギー政策、エネルギー安全保障などに関して検討している。
※2 往還機：地上と宇宙を何度も往復できる宇宙船のこと。
※3 G：加速度の単位。地球上の重力（1G）の約7割の重力。

地
球
で
使
用
す
る
全
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ま
か
な
え
る
な
ん
て
、

月
も
な
か
な
か
や
る
じ
ゃ
な
い
！

ルナリングの施設構成

コンクリート製月面基地のイメージ。
図版提供：清水建設㈱
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用
リ
ニ
ア
と
複
数
の
送
電
用
超
電

導
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
。
送
電
施

設
も
複
数
建
て
る
。
建
設
作
業
は
、

あ
る
程
度
自
律
性
が
あ
り
、
リ
レ

ー
衛
星
で
監
視
・
遠
隔
操
作
で
き

る
ロ
ボ
ッ
ト
が
担
う
。
鉄
や
ケ
イ

素
な
ど
、
建
設
に
必
要
な
物
質
の

多
く
は
月
の
も
の
を
使
う
。
太
陽

電
池
パ
ネ
ル
は
、
居
住
ユ
ニ
ッ
ト

を
備
え
た
自
走
式
太
陽
電
池
生
産

プ
ラ
ン
ト
で
、
整
地
を
し
な
が
ら

月
面
に
直
接
貼
り
つ
け
て
い
く
。

　
「
幅
10
〜
20
ｍ
で
赤
道
か
ら
両
極

に
向
け
て
敷
い
て
い
き
ま
す
。
耐

用
年
数
は
、
隕
石
に
よ
る
損
傷
も

計
算
に
入
れ
て
数
十
年
。
修
繕
し

な
が
ら
使
い
ま
す
」（
金
森
氏
）

か
く
も
巨
大
な
ル
ナ
リ
ン
グ
だ
が
、

地
球
か
ら
は
見
え
な
い
も
の
に
な

る
ら
し
い
。

　
「
月
は
古
来
、
多
く
の
民
族
に
と

っ
て
信
仰
の
対
象
で
す
。
景
観
は

最
大
限
変
え
な
い
よ
う
、
透
明
に

近
い
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
を
用
い
た

い
で
す
」
と
金
森
氏
。
人
と
月
の

深
い
つ
な
が
り
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

月
で
遊
ぶ
、月
で
暮
ら
す

　

ル
ナ
リ
ン
グ
で
の
人
の
滞
在
に

は
、清
水
建
設
が
１
９
８
７
年
か
ら

行
っ
て
き
た
月
面
基
地
の
研
究
が

活
か
さ
れ
る
。
植
物
工
場
を
建
設

し
、
炭
素
や
水
の
循
環
を
生
み
出

す
こ
と
も
可
能
だ
。

　

し
か
し
滞
在
の
旅
で
は
、
月
面

よ
り
も
同
社
の
宇
宙
ホ
テ
ル
が
早

期
に
実
現
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
高
度
４
５
０
㎞
の
軌
道
上

に
浮
か
ぶ
全
長
２
４
０
ｍ
の
巨
大

構
造
物
。
往
還
機（
※
2
）で
や
っ
て
き

た
滞
在
客
は
最
下
部
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
降
り
立
ち
、長
い
パ
イ

プ
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
昇
。
地

球
や
宇
宙
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
過

ご
す
。
64
あ
る
客
室
は
回
転
す
る

直
径
１
４
０
ｍ
の
リ
ン
グ
上
。
遠
心

力
で
０
・
７
Ｇ（
※
3
）の
人
工
重
力
を

つ
く
り
出
し
て
お
り
、感
覚
は
地
上

に
近
い
。
と
は
い
え
せ
っ
か
く
の

宇
宙
だ
。
無
重
力
で
の
食
事
や
ス

ポ
ー
ツ
も
存
分
に
楽
し
め
る
。

　

旅
先
と
な
れ
ば「
月
に
も
何
か

刺
激
が
必
要
」と
金
森
氏
は
い
う
。

　
「
月
面
の
景
色
は
多
様
性
が
な

く
、
数
日
で
飽
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、

透
明
な
ド
ー
ム
で
覆
っ
た
月
面
露

天
風
呂
、
飛
ば
し
す
ぎ
て
も
い
け

な
い
月
面
ゴ
ル
フ
、
バ
ギ
ー
車
で

の
冒
険
な
ど
、
楽
し
み
が
あ
る
と

い
い
で
す
よ
ね
。
低
重
力
で
の
腰

痛
治
療
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
」

　

胸
躍
る
ア
イ
デ
ア
が
宇
宙
旅
行

を
待
ち
遠
し
く
さ
せ
る
。

金
森 

洋
史
氏 

か
な
も
り
・
ひ
ろ
し

清
水
建
設
株
式
会
社 

技
術
研
究
所

高
度
空
間
技
術
セ
ン
タ
ー

宇
宙
・
ロ
ボ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
　
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

一般向けの宇宙遊覧飛行
が間近！
　月で遊ぶにはまだ時間を要す
るが、実は、一般の人でも宇宙遊
覧飛行を楽しめる時代が目前に
迫っている。米ヴァージン・ギ
ャラクティック社は早ければ今
年、全フライトタイム2時間の民
間宇宙旅行の提供を開始する見
通しだ。
　出発地はニューメキシコ州の
宇宙港。3日間の訓練を経た参加
者6名とパイロット2名が「スペ
ースシップ2」に乗り込む。高度
15km付近まで母機で運ばれ、切
り離されるとロケットエンジン
を点火。3 . 5Ｇの重力加速度を
体感しながら、音速の3倍で高度
110kmの宇宙空間まで一気に
上昇する。日本での公式代理店
である株式会社クラブツーリズ
ム・スペースツアーズ代表取締
役社長の浅川恵司氏は、「宇宙に
到達したお客さまには、船内で
約4分間無重力の宇宙遊泳をお
楽しみいただけます」と語る。
　このツアーは、世界中で約640
人がすでに料金を支払い、出発
日の連絡を待ち焦がれている。
ヴァージン・ギャラクティック社
では、今後10年間で3万人の参加
を見込んでおり、30年後の2045
年には料金が500万円程度になる
ことも期待されている。

浅川 恵司氏 あさかわ・けいじ

株式会社クラブツーリズム・
スペースツアーズ
代表取締役社長

写真提供：ヴァージン・ギャラクティック社　図版提供・問い合わせ先：㈱クラブツーリズム・スペースツアーズ　http://www.club-t.com/space

宇 宙 旅 行 の 飛 行 イ メ ー ジ



火
星
の
環
境
を
改
造
す
る

　

人
類
が
移
住
で
き
そ
う
な
星
は
、

今
の
と
こ
ろ
火
星
だ
け
だ
。
大
き

さ
は
地
球
の
半
分
ほ
ど
で
重
力
は

約
40
％
。
酸
素
は
少
な
い
が
、
大

気
は
あ
る
。
大
気
は
組
成
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
し
、
火
星
に
は

水
も
存
在
す
る
。
平
均
気
温
は
マ

イ
ナ
ス
50
℃
近
い
が
、
赤
道
付
近

は
20
℃
を
超
え
る
こ
と
が
あ
る
。

　

惑
星
の
環
境
を
変
化
さ
せ
、
人

類
が
住
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

「
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
」と
い
う
が
、

サ
イ
エ
ン
ス
作
家
の
竹
内
薫
氏
は

火
星
に
お
い
て
最
も
現
実
味
の
あ

る
方
法
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
ま
ず
、
地
球
か
ら
液
体
水
素

と
小
さ
な
化
学
工
場
を
送
り
込
み
、

火
星
の
二
酸
化
炭
素
を
使
っ
て
ロ

ボ
ッ
ト
に
水
と
メ
タ
ン
を
つ
く
ら

せ
ま
す
。
水
は
水
素
と
酸
素
に
分

解
し
、
燃
料
に
な
る
メ
タ
ン
と
酸

素
を
貯
蔵
し
ま
す
。
十
分
に
貯
蔵

で
き
た
ら
人
類
が
火
星
に
行
き
、

数
十
万
年
か
け
て
植
物
を
植
え
る
。

こ
う
し
た
地
道
な
進
め
方
が
最
も

賢
明
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
」

　

よ
り
早
く
移
住
を
実
現
す
る
方

法
と
し
て
、
竹
内
氏
は
部
分
的
な

テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
を
挙
げ
る
。

広
範
囲
を
覆
う
巨
大
建
造
物
を
数

多
く
つ
く
り
、
そ
の
な
か
を
地
球

と
同
じ
環
境
に
す
る
の
だ
。
こ
う

す
れ
ば
、
あ
る
建
造
物
で
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
も
別
の
建
造
物
に

住
む
人
々
が
支
援
で
き
る
と
い
う
。

い
ざ
火
星
へ
！

　

大
勢
が
火
星
に
行
く
に
は
、一
度

に
移
送
で
き
る
人
の
数
が
多
い
ほ

ど
効
率
的
だ
。
竹
内
氏
は
、
遠
い

将
来
実
用
化
が
期
待
さ
れ
る
宇
宙

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
有
望
だ
と
い
う
。

　
「
人
や
物
資
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

宇
宙
空
間
へ
運
び
、
そ
こ
か
ら
船

団
を
火
星
に
向
け
て
押
し
出
し
ま

す
。
秒
速
11
㎞
程
度
で
片
道
半
年

の
旅
に
な
り
ま
す
が
、宇
宙
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
完
成
し
、火
星
で
燃
料
や

水
な
ど
を
生
産
で
き
れ
ば
始
め
ら

れ
ま
す
。
火
星
か
ら
は
、
地
球
が

青
い
点
に
見
え
ま
す
の
で
、火
星
で

育
つ
人
々
は
、
身
体
も
価
値
観
も
、

私
た
ち
と
は
違
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
ね
」（
竹
内
氏
）

　

か
つ
て
戦
争
や
火
を
象
徴
し
た

赤
い「
災
い
の
星
」は
、
人
類
が
移

住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
色
で
夜
空
に
輝
い
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

 

特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形

火
星
地
球
化
の

可
能
性
を
探
る

日
本
に
お
い
て
火
星
は
古
く
か
ら「
災
い
の
星
」と
さ
れ
て
き
た
が
、

実
は
、人
類
が
最
も
移
住
で
き
そ
う
な
惑
星
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、ど
う
や
っ
て
火
星
を
地
球
化
す
る
の
か
、

想
定
で
き
る
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

【かせいにすむ】

竹
内 

薫
氏
●

1
9
6
0
年
生
ま
れ
。
サ
イ
エ
ン
ス
作
家
。
東
京
大
学
教
養
学
科
・
物
理
学
科
卒
業
。
マ
ギ
ル
大
学

大
学
院
博
士
課
程
修
了（
理
学
博
士
）。
科
学
評
論
、エ
ッ
セ
イ
、書
評
、講
演
な
ど
、幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

火
星
に
移
住
し
た

人
か
ら
は「
地
球
人
」と

呼
ば
れ
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

様々な資料をもとに作成された火星移住計画のイメージイラスト。
住居施設、食物プラント、ゴミ処理施設、発電施設などが描かれている。
出典：『火星地球化計画──火星探査とテラフォーミングの真実』（実業之日本社）
図版制作：（株）スタジオアール
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スペースシャトル内に搭載された有人実験室「スペースラボ」で実験を行う毛利氏。写真提供：NASA

毛
利 

衛
氏
　
宇
宙
飛
行
士
／
日
本
科
学
未
来
館
館
長

も
う
り
・
ま
も
る
●

1
9
4
8
年
、北
海
道
余
市
町
生
ま
れ
。
理
学
博
士
。
１
９
８
５
年
、日
本
初

の
宇
宙
飛
行
士
に
選
ば
れ
る
。
１
９
９
２
年
と
２
０
０
０
年
の
２
回
、宇
宙
船「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
」で
宇
宙
に
飛
び
立
ち
、地
球
を
回
り
な
が
ら
実
験
や
観
測
の
仕
事
を
行
っ
た
。２
０
０
３
年
に
は
、

潜
水
艇「
し
ん
か
い
６
５
０
０
」に
搭
乗
し
て
深
海
の
様
子
を
報
告
。
２
０
０
３
年
と
２
０
０
７
年

に
南
極
に
行
き
、皆
既
日
食
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
中
継
を
行
う
。
ま
た
、南
極
昭
和
基
地
50
周
年
事
業

で
地
球
環
境
保
護
の
大
切
さ
を
報
告
し
た
。
現
在
は
宇
宙
飛
行
士
と
し
て
日
本
の
宇
宙
活
動
へ
の

助
言
を
す
る
一
方
、日
本
科
学
未
来
館
館
長
と
し
て
科
学
教
育
の
普
及
に
努
め
る
。
著
書
に『
モ
マ

の
火
星
探
検
記
』（
講
談
社
）『
宇
宙
か
ら
の
贈
り
も
の
』（
岩
波
新
書
）『
宇
宙
か
ら
学
ぶ

│
ユ
ニ
バ
ソ

ロ
ジ
の
す
す
め
』（
岩
波
新
書
）な
ど
多
数
。

青
い
地
球
と
黒
い
宇
宙

　

宇
宙
か
ら
見
た
地
球
に
は
、
2
つ
の

「
青
」が
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
、地
球
を
覆

っ
て
い
る
薄
い
層
の
大
気
が
太
陽
光
を

散
乱
さ
せ
て
い
る
青
。
も
う
1
つ
は
海

で
す
。
ガ
ガ
ー
リ
ン
が
感
動
し
た
青
と
は
、

こ
の
両
方
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

宇
宙
の
光
景
で
私
が
最
も
驚
い
た
の
は

「
黒
」で
し
た
。
地
球
上
で
は
表
現
で
き

な
い「
漆
黒
」で
す
。
地
上
で
は
空
気
が

光
を
散
乱
さ
せ
る
の
で
、た
と
え
光
る
も

の
が
ま
っ
た
く
な
い
闇
夜
で
も
、宇
宙
で

見
た
黒
色
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
す

ぐ
民
間
で
は
、高
度
1
0
0
㎞
を
超
え
る

弾
道
飛
行
の
宇
宙
遊
覧
旅
行
が
始
ま
り

ま
す
。
濃
い
空
気
は
高
度
約
30
㎞
ま
で

な
の
で
、
1
0
0
㎞
を
超
え
れ
ば
、
宇
宙

な
ら
で
は
の「
本
物
の
黒
」を
見
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

私
が
も
し
宇
宙
へ
遊
び
に
行
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
宇
宙
空
間
に
ふ
わ
っ
と
浮
か

び
、
月
や
地
球
、
太
陽
を
眺
め
な
が
ら
昼

寝
を
し
て
み
た
い
で
す
。究
極
の
観
光
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

仕
事
で
は
と
て
も

そ
ん
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
笑
）。

　

そ
れ
か
ら
、火
星
に
は
大
変
興
味
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
洞
窟
を
探
検
し
て
、生
物

の
化
石
を
探
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
火

星
は
約
46
億
年
前
、地
球
と
同
じ
頃
に
生

ま
れ
、数
億
年
後
に
は
大
量
の
水
が
海
を

形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、た

ぶ
ん
そ
こ
で
生
物
が
生
ま
れ
て
い
た
で

し
ょ
う
。
地
下
に
は
今
も
バ
ク
テ
リ
ア

の
よ
う
な
微
生
物
が
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、私
は
地
球
の
小
動
物
く
ら
い

の
生
物
が
か
つ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
し
て
い
ま
す
。

直
観
し
た
地
球
の
意
味

　

火
星
は
、月
に
比
べ
れ
ば
人
間
が
住
め

そ
う
な
星
で
す
。
し
か
し
移
住
と
な
る

と
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間

は
地
球
で
生
ま
れ
、地
球
の
環
境
に
合
う

よ
う
に
、長
い
間
、適
応
、進
化
し
て
き
た

か
ら
で
す
。
本
当
に
火
星
に
移
り
住
む

な
ら
、火
星
の
環
境
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う

に
人
間
は
自
分
の
体
を
違
う
形
に
変
え

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
火
星
は
大

気
の
成
分
も
重
力
も
違
い
ま
す
。
そ
こ

で
暮
ら
す
た
め
に
は
、地
球
生
命
と
違
う

生
命
に
な
る
覚
悟
と
、挑
戦
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、地
球
で

人
間
は
、5
0
0
0
万
種
と
も
い
わ
れ
る

多
く
の
生
物
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で

生
き
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。
人
間

は
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、地
球
環
境
に

生
か
さ
れ
て
い
る
。
宇
宙
か
ら
地
球
を

見
れ
ば
そ
れ
を
実
感
で
き
ま
す
し
、宇
宙

に
行
く
一
番
の
意
義
は
、実
は
そ
の
点
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
考
え
れ
ば
、は
る
か
彼
方
の

星
々
を
見
る
の
も
、宇
宙
か
ら
地
球
を
見

る
の
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
地
球
に
住
む

生
命
と
し
て
生
き
延
び
る
知
恵
を
求
め

て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。

　

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
は
こ
れ
ま
で
11

人
い
ま
す
。
今
後
民
間
か
ら
1
0
0
人

ほ
ど
宇
宙
飛
行
す
れ
ば
、「
自
分
に
も
行

け
そ
う
」と
い
う
思
い
が
人
々
の
中
に
急

速
に
広
ま
っ
て
い
く
予
感
が
し
ま
す
。

そ
し
て
、
宇
宙
で
の
実
体
験
が
、
地
球
環

境
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
生

み
、そ
の
意
識
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

旅
と
は
い
つ
も
そ
う
で
す
が
、宇
宙
も

何
度
行
っ
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま

す
。
1
度
目
は
想
像
を
超
え
る
宇
宙
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、2
度
目
は
最
初

の
飛
行
か
ら
8
年
も
間
が
空
い
て
い
た

の
に
体
に
し
っ
か
り
経
験
が
記
憶
さ
れ

て
い
て
、無
重
力
の
宇
宙
を
充
分
楽
し
め

ま
し
た
。
生
命
の
環
境
適
応
の
柔
軟
さ

は
す
ご
い
で
す
ね（
笑
）。



石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は

街
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル

　

Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
か
ら
歩
い
て
5
分

ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
石
巻
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
は
、
繁
華
街
に
面
し
た

便
利
な
都
市
型
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

街
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
に
も

な
っ
て
お
り
、
結
婚
式
や
パ
ー
テ
ィ

の
会
場
と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。
同
ホ
テ
ル
を
経
営
す
る

株
式
会
社
ソ
ー
ワ
ダ
イ
レ
ク
ト
代

表
取
締
役
社
長
の
後
藤
宗
德
氏
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
当
社
は
、
旧
北
上
川
沿
い
に
石

巻
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
を
開
業

し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
都

市
型
ホ
テ
ル
の
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
を
現
在
地
に
建
設
し
ま
し
た
。

石
巻
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
は
老

朽
化
に
よ
り
取
り
壊
し
ま
し
た
が
、

石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
斜
め
向

か
い
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の

石
巻
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
も
あ
り

ま
す
」

　

1
9
7
3
年
に
設
立
さ
れ
た
同

社
は
、
現
在
、
ホ
テ
ル
2
軒
の
ほ
か
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス「
ア
ン
ジ
ュ
ガ
ー
デ

ン
迎
賓
館
」を
運
営
す
る
。
後
藤
氏

は
石
巻
観
光
協
会
の
会
長
も
兼
務

し
て
い
る
。

地
震
と
津
波
が
ホ
テ
ル
に
襲
来

　

ソ
ー
ワ
ダ
イ
レ
ク
ト
と
い
う
社

名
は「
創
和
」の
意
味
で
、「
人
の
和

ユ ー ザ ー 訪 問

公共施設や駅、病院やデパートなど、
北から南まで街の様々な場所でエレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザーさまをご紹介します。

住所： 〒986-0827　宮城県石巻市千石町2-10
TEL： 0225-93-8111
概要：1983年10月、石巻初の本格的な都市型ホテルとして開業し、1991年3月に

増築開業。全135室。300人まで着席できる大宴会場や小宴会場もあり、
結婚式やパーティの会場としても広く利用されている。近くには漫画家・
石ノ森章太郎氏の記念館「石ノ森萬画館」もある。

後藤 宗德氏
株式会社ソーワダイレクト
代表取締役社長

震災から立ち直り、
｢人の和を創る」ホテルへ

宮城県石巻市にある石巻グランド
ホテルは、同市初の本格的な都市型
ホテルとして開業し、街のステー
タスシンボルとして地元の人々か
ら広く親しまれている。2011年の
東日本大震災では地震と津波によ
って建物が被災したが、従業員の
努力で同年8月には営業を再開。建
物を一新するとともに、今年に入
って4台のエレベーターもリニュー
アルした。同ホテルを経営する株
式会社ソーワダイレクト代表取締
役社長の後藤宗德氏に、震災時と
その後の経過、リニューアルの狙
いなどについて伺った。

石巻グランドホテルvol.6
Ishinomaki Grand Hotel

乗 り 心 地、

いかがですか？
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　2014　Vol.38

を
創
る
こ
と
が
仕
事
」と
い
う
後
藤

氏
の
経
営
理
念
に
由
来
す
る
。
こ

の「
人
の
和
」が
危
機
に
瀕
し
た
の

が
2
0
1
1
年
3
月
に
起
き
た
東

日
本
大
震
災
で
あ
る
。

　

地
震
発
生
時
、
石
巻
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
の
事
務
所
に
い
た
後
藤
氏

は
、
大
き
な
揺
れ
が
収
ま
る
と
、
早

速
、
お
客
さ
ま
や
従
業
員
の
安
否

と
建
物
の
被
災
状
況
を
確
認
し
た
。

幸
い
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
で
、
宿

泊
客
は
客
室
に
お
ら
ず
、
け
が
人

も
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
給
水

管
の
破
断
で
館
内
に
漏
水
が
発
生

し
、
ロ
ビ
ー
の
壁
や
柱
の
大
理
石

も
崩
落
し
て
い
た
。
後
藤
氏
は

3
0
0
人
を
収
容
す
る
大
宴
会
場

を
見
た
時
、
思
わ
ず
息
を
呑
ん
だ

と
い
う
。

　
「
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
粉
々
に
壊
れ
、

絨
毯
の
上
に
破
片
が
突
き
刺
さ
っ

て
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
や
従
業

員
が
い
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
し

ま
し
た
」

　

ホ
ッ
と
一
息
つ
く
間
も
な
く
、

今
度
は
防
災
無
線
か
ら
大
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
た
。
旧
北
上
川
は

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
と
直
線
距
離
で

3
0
0
ｍ
弱
し
か
離
れ
て
い
な
い

う
え
、河
口
部
か
ら
約
2
㎞
に
渡
っ

て
堤
防
が
な
か
っ
た
。
海
側
に
小

高
い
山
が
2
つ
あ
り
、
津
波
は
川

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
街
に
流
れ
込
む

と
後
藤
氏
は
予
測
。
実
際
、
川
の

方
面
か
ら
ヒ
タ
ヒ
タ
と
黒
い
水
が

押
し
寄
せ
て
き
た
と
い
う
。

　
「
水
に
勢
い
は
な
い
の
で
す
が
、

ジ
ワ
ジ
ワ
と
や
っ
て
く
る
。
来
る

な
よ
、
来
る
な
よ
と
念
じ
な
が
ら

外
を
見
て
い
ま
し
た
が
、つ
い
に
玄

関
か
ら
泥
水
が
入
っ
て
き
ま
し
た
」

　

１
階
は
50
〜
60
㎝
ほ
ど
水
に
浸

か
り
、
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
。
こ

の
日
、
津
波
は
4
回
ほ
ど
押
し
寄

せ
、
従
業
員
が
モ
ッ
プ
で
泥
を
か

き
だ
す
た
び
に
台
無
し
に
さ
れ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
被
災
し
た
人
々
が

ホ
テ
ル
に
避
難
し
て
き
た
。
避
難

者
は
、
初
日
70
人
、
2
日
目
1
5
0

人
で
、３
日
目
に
は
3
0
0
人
に
達

し
た
。
後
藤
氏
は
避
難
者
を
す
べ

て
受
け
入
れ
、ホ
テ
ル
は
こ
の
日
か

ら
1
カ
月
間
、避
難
所
に
な
っ
た
。

被
災
者
の
ケ
ア
を
し
な
が
ら

事
業
再
建
に
奔
走

　

同
社
は
地
震
、
津
波
で
損
害
を

受
け
た
だ
け
で
は
な
い
。
ホ
テ
ル

を
運
営
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
日
か

かご室天井
LEDライトを採用し、直接照明から間接
照明にすることで、あたたかみのある
かご室を演出した。

かご室操作盤
かご室の側面壁には、手すりと副操作
盤を新しく設置。高齢者や車いすの方
でもエレベーターを安心して利用でき
るようにした。

Before

Before

エレベーター乗り場（1階）
フロント・ロビーの床面に合わせた色を選択。ホテルを訪れた顧客が寛ぎと安らぎを感じられる
空間をつくった。



ら
収
入
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
後
藤

氏
は
、
当
時
約
1
0
0
人
い
た
従

業
員
に
3
月
分
の
給
与
を
支
払
い
、

泣
く
泣
く
そ
の
9
割
を
解
雇
し
た
。

し
か
し
、
解
雇
し
た
従
業
員
の
う

ち
、
20
〜
30
人
は
毎
日
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
ホ
テ
ル
に
通
っ
た
と
い
う
。

　
「
事
業
を
再
開
し
、
軌
道
に
乗
せ

た
ら
、全
員
を
再
雇
用
す
る
つ
も
り

で
し
た
。
し
か
し
、
将
来
を
期
待

し
て
い
た
従
業
員
は
先
に
他
社
に

移
り
、
そ
の
間
頑
張
っ
て
く
れ
た

の
は
、
私
が
叱
っ
て
き
た
従
業
員

で
し
た
。
私
の
人
を
見
る
目
は
節

穴
だ
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
震
災
は

神
様
が
人
を
見
る
目
を
養
え
と
教

え
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

後
藤
氏
や
常
務
取
締
役
の
小
野

寺
夢
津
子
氏
は
被
災
者
の
ケ
ア
を

し
な
が
ら
事
業
再
建
に
奔
走
。
改

修
資
金
の
融
資
先
も
見
つ
か
り
、

再
建
へ
の
道
筋
が
立
っ
た
。

　
「
震
災
後
の
一
カ
月
間
が
先
も

見
え
ず
一
番
苦
し
か
っ
た
で
す
ね
。

会
社
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
の
は

初
め
て
の
経
験
で
、
苦
し
い
で
す

が
、や
り
が
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

ホ
テ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
は
、
石
巻
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
川

開
き
祭
り
」が
始
ま
る
2
0
1
1
年

8
月
1
日
に
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ

を
機
に
、
被
災
し
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

っ
た
ホ
テ
ル
を
復
旧
す
べ
く
、
設

備
の
入
れ
替
え
、
壁
や
床
な
ど
の

貼
り
直
し
が
行
わ
れ
た
。
厳
し
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
従
業

員
の
努
力
で
何
と
か
期
日
に
間
に

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在

は
、
か
つ
て
の
6
割
ほ
ど
の
従
業

員
を
再
雇
用
し
、
稼
働
率
も
震
災

前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
一
新

癒
し
と
快
適
な
空
間
を

　

ホ
テ
ル
の
改
修
で
最
後
に
残
っ

た
の
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
っ
た
。

震
災
後
も
問
題
な
く
稼
働
し
て
い

た
が
、
一
番
古
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
導
入
後
30
年
ほ
ど
経
過
し
て
い

た
。
後
藤
氏
は
、
2
0
1
3
年
9

月
に
4
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
断
。
今
年
1
月

か
ら
段
階
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
が
始
ま
り
、
2
月
に
完
了
し
た
。

そ
の
担
当
と
し
て
意
匠
、
仕
様
な

ど
を
検
討
し
た
の
が
、
日
頃
か
ら

ロ
ビ
ー
に
花
を
飾
る
な
ど
、
癒
し

と
快
適
さ
の
た
め
に
気
配
り
を
怠

ら
な
い
小
野
寺
氏
で
あ
る
。

　
「
震
災
後
で
も
あ
り
、
明
る
さ
の

な
か
に
落
ち
着
き
の
あ
る
意
匠
を

求
め
ま
し
た
。
車
い
す
や
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
も
便
利
な
よ
う
に
押

し
ボ
タ
ン
を
低
い
位
置
に
設
置
し
、

安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
セ
ン
サ

ー
も
ド
ア
に
設
置
し
ま
し
た
」

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ド
ア
は
金
色

で
華
や
か
だ
が
落
ち
着
い
た
色
調

で
、
か
ご
室
内
は
木
目
調
の
茶
系

統
色
で
目
に
優
し
い
。
後
藤
氏
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
よ
か
っ
た
と

満
足
し
て
い
る
。

　
「
想
像
以
上
に
い
い
で
す
ね
。
動

き
は
ス
ム
ー
ズ
だ
し
、
揺
れ
も
ほ

と
ん
ど
な
い
。
移
動
ス
ピ
ー
ド
は

以
前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
体
感

的
に
速
く
な
り
ま
し
た
し
、
地
震

発
生
時
は
自
動
着
床
・
復
旧
す
る
の

で
安
心
で
す
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

さ
ん
と
は
創
業
以
来
の
お
付
き
合

い
で
、
他
社
へ
の
乗
り
換
え
は
考

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
や
っ
て
く

れ
る
し
、
要
望
に
は
誠
実
に
対
応

し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
」

　

会
社
を
再
建
し
、
次
の
仕
事
は

地
域
の
復
興
だ
。「
あ
と
5
年
で
石

巻
を
元
気
に
し
た
い
」と
語
る
後
藤

氏
に
休
む
間
は
な
い
。

ウェディング会場につながる
エレベーターの乗り場（1階）
「お客さまをあたたかくお迎えしたい」という
思いが伝わるよう、エレベーターのドアの色
に妥協はない。

1階ロビー
ホテルの顔となるロビーには、小野寺氏の発案で、薬師寺の大谷
徹
てつじょう

奘執事による書と季節を感じさせるオブジェが飾られている。

小野寺 夢津子氏
株式会社ソーワダイレクト
常務取締役

ロビーに飾られたオブジェ
12月には華やかなクリスマスツリー、
 3月には春の香りを感じさせる桃の花と菜の花でロビーは彩られた。



ら
収
入
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
後
藤

氏
は
、
当
時
約
1
0
0
人
い
た
従

業
員
に
3
月
分
の
給
与
を
支
払
い
、

泣
く
泣
く
そ
の
9
割
を
解
雇
し
た
。

し
か
し
、
解
雇
し
た
従
業
員
の
う

ち
、
20
〜
30
人
は
毎
日
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
ホ
テ
ル
に
通
っ
た
と
い
う
。

　
「
事
業
を
再
開
し
、
軌
道
に
乗
せ

た
ら
、全
員
を
再
雇
用
す
る
つ
も
り

で
し
た
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し
か
し
、
将
来
を
期
待

し
て
い
た
従
業
員
は
先
に
他
社
に

移
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そ
の
間
頑
張
っ
て
く
れ
た

の
は
、
私
が
叱
っ
て
き
た
従
業
員

で
し
た
。
私
の
人
を
見
る
目
は
節

穴
だ
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
震
災
は

神
様
が
人
を
見
る
目
を
養
え
と
教

え
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

後
藤
氏
や
常
務
取
締
役
の
小
野

寺
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津
子
氏
は
被
災
者
の
ケ
ア
を
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が
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事
業
再
建
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改
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融
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。
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被
災
し
て
一
時
撤
退
し
、

石
巻
営
業
所
と
し
て
再
開

　

後
藤
氏
が
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
保
守

業
務
の
担
当
者
は
、
２
０
０
６
年
か
ら

石
巻
地
区
を
任
さ
れ
て
い
る
石
巻
営
業

所
の
佐
藤
広
紀
で
あ
る
。
佐
藤
は
「
石

巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
さ
ん
は
街
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、
市
民
の
思
い
入
れ
も
強

い
。
軽
微
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、
必
ず
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
状
況
を
確

認
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

石
巻
に
は
も
と
も
と
東
芝
エ
レ
ベ
ー

タ
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
そ
の

建
物
が
被
災
し
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
佐
藤
は
仙
台
の
実
家
に
避
難
し
、

仙
台
支
店
か
ら
石
巻
に
通
っ
て
保
守
業

務
を
継
続
す
る
が
、
当
初
は
片
道
３
時

間
も
か
か
っ
た
。
そ
の
後
、
移
動
時
間

は
片
道
１
〜
２
時
間
に
減
っ
た
も
の
の
、

余
震
は
収
ま
ら
ず
、
復
旧
作
業
に
遅
れ

が
生
じ
る
。「
早
く
石
巻
に
戻
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
顧
客
か
ら
の
声
に
後
押

し
さ
れ
、
昨
年
10
月
、
佐
藤
を
含
む
３

人
体
制
の
営
業
所
を
開
設
し
て
再
出
発

を
果
た
し
た
。

　

後
藤
氏
に
「
戻
っ
て
き
た
か
！
」
と

い
わ
れ
て
喜
び
を
感
じ
た
佐
藤
は
、「
再

開
し
た
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
さ
ん
の

姿
を
見
る
の
は
う
れ
し
い
し
、
私
も
こ

の
街
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

か
ご
室
内
と
ド
ア
の
意
匠
に

時
間
を
か
け
る

　

今
回
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
を
担
当

し
、
小
野
寺
氏
と
仕
様
、
意
匠
を
詰
め

て
い
っ
た
の
は
、
東
北
支
社
の
渡
邊
恵

一
で
あ
る
。
渡
邊
は
そ
の
過
程
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
「
小
野
寺
常
務
と
の
打
ち
合
わ
せ
に

は
約
半
年
の
時
間
を
か
け
ま
し
た
。
常

務
は
特
に
、
か
ご
室
と
ド
ア
の
意
匠
に

こ
だ
わ
り
を
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
、
納

得
な
さ
る
ま
で
、
パ
ネ
ル
の
色
見
本
な

ど
を
い
く
つ
も
ご
用
意
し
ま
し
た
」

　

小
野
寺
氏
は
癒
し
の
空
間
を
つ
く
る

た
め
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
も
統
一
性

を
求
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
最
終
的
に

か
ご
室
内
は
木
目
調
の
茶
色
に
な
っ
た

が
、
木
目
だ
け
で
も
デ

ザ
イ
ン
見
本
を
10
種
類

ほ
ど
用
意
し
た
と
い
う
。

　

石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
は
、
宿
泊
客
だ
け

で
な
く
、
結
婚
式
や
パ

ー
テ
ィ
の
参
加
者
な
ど

も
行
き
来
す
る
た
め
、

工
事
は
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

工
事
は
無
事
完
了
し
、
渡
邊
は
、
引
き

渡
し
の
際
に
後
藤
氏
と
小
野
寺
氏
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」と
笑
顔
で
感
謝
さ
れ
た

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
と
語
る
。

　

渡
邊
は
も
と
も
と
保
守
担
当
だ
っ
た

が
、
先
輩
営
業
の
姿
に
惚
れ
込
み
、
望

ん
で
営
業
に
転
じ
た
。
今
度
は
渡
邊
が

後
輩
を
引
っ
張
っ
て
い
く
番
だ
。

渡邊 恵一
東芝エレベータ
東北支社 営業部
リニューアル営業グループ

佐藤 広紀
東芝エレベータ
東北支社 仙台支店
石巻営業所
シニアフィールドエンジニア

　

石
巻
の
中
心
市
街
地
は
以
前
か
ら
空
洞
化
が
進
み
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
津
波
が
襲
い
か
か
り
、
商
店
街

に
は
さ
ら
に
空
き
地
、空
き
店
舗
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。
商
店
街
の

若
手
有
志
た
ち
は
、
壊
れ
た
建
物
を
復
旧
さ
せ
る
だ
け
で
は
復
興

に
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
、
自
分
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
新
し
い

街
づ
く
り
に
乗
り
出
し
た
。
そ
れ
が「
石
巻
２
・
０
」で
、全
部
で
15

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
に
人
々
の
集
う
拠
点
を

７
カ
所
設
け
て
き
た
。

　

建
築
家
の
西
田
司
氏
は
、街
の
人
々
の
熱
い
思
い
に
感
激
し
、石

巻
２・
０
で
、
東
京
の
建
築
家
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
大
学
教
授
な
ど

を
石
巻
と
結
び
つ
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
石
巻
２・０
の
活
動
に
よ
り
、
石
巻
は
元
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
、
西
田
氏
は
さ
ら
に「
石
巻
で
新
し
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
概
念
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
」と
感
じ
て
い
る
。

　
「
行
政
な
ど
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
意
識
を

ベ
ー
ス
に
し
て
新
し
い
街
づ
く
り
、
共
同
体
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。
結
果
と
し
て
建
築
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　

西
田
氏
は
、石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
後
藤
社
長
の
よ
う
に
、自

ら
被
災
し
な
が
ら
も
心
を
開
き
、
街
の
人
々
を
助
け
、
外
部
の
人

と
連
携
し
な
が
ら
復
旧
さ
せ
て
い
く
市
民
の
姿
勢
に
感
動
し
た
と

い
う
。「
こ
の
大
震
災
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
日
本
人
が
持
っ
て
い
た

〝
共
助
精
神
〞
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
」と
語
る
西
田
氏
。

こ
れ
こ
そ
日
本
が
世
界
に
誇
る
べ
き〝
宝
〞だ
ろ
う
。

西
田 

司
氏
　
に
し
だ
・
お
さ
む

建
築
家
／
東
京
大
学
非
常
勤
講
師
／

株
式
会
社
オ
ン
デ
ザ
イ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
主
宰

「
石
巻
２
・
０
」で

地
元
主
体
の
新
し
い
街
づ
く
り

Column
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時
は
１
９
３
０
年
代
、
モ

ン
ク
（
ダ
ニ
ー
・
ア
イ
エ
ロ
）

は
失
業
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
女
性
に
入
れ

揚
げ
て
い
る
。
彼
の
妻
セ
シ

リ
ア
（
ミ
ア
・
フ
ァ
ロ
ー
）
は
、

ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
と
し
て
働
き

な
が
ら
夫
を
支
え
て
い
る
が
、

生
活
に
疲
れ
果
て
て
い
た
。

セ
シ
リ
ア
の
唯
一
の
楽
し
み

は
、
大
好
き
な
映
画
を
観
て

そ
の
世
界
に
ひ
た
り
、
現
実

を
忘
れ
る
こ
と
。
映
画
館
で

上
映
さ
れ
て
い
る
『
カ
イ
ロ

の
紫
の
バ
ラ
』
は
も
う
何
度

も
観
て
い
た
。

　

彼
女
は
、
幻
の
紫
の
バ
ラ

を
求
め
て
カ
イ
ロ
に
来
た
登

場
人
物
の
考
古
学
者
ト
ム

（
ジ
ェ
フ
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
）
に
憧

れ
を
抱
い
て
い
た
。
い
つ
も

の
よ
う
に
セ
シ
リ
ア
が
映
画

を
楽
し
ん
で
い
る
と
、
あ
ろ

う
こ
と
か
、
ス
ク
リ
ー
ン
か

ら
ト
ム
が
抜
け
出
し
て
き
た
。

そ
し
て
二
人
は
デ
ー
ト
を
す

る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
…
…
。

【
連
載
❺
】

太
田 

光
代
さ
ん
（
会
社
経
営
者
、
タ
レ
ン
ト
）

爆
笑
問
題
を
人
気
者
に
し
た
陰
の
立
役
者

　

太
田
光
代
さ
ん̶

人
気
お
笑
い
コ
ン
ビ
・
爆
笑

問
題
の
太
田
光
さ
ん
の
妻
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
コ

ン
ビ
が
所
属
す
る
芸
能
事
務
所
タ
イ
タ
ン
の
社
長
で

も
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
人
が
い
な
け
れ
ば
、
爆
笑

問
題
は
今
ほ
ど
人
気
者
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
彼
ら
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た
の
は
太
田
さ
ん

と
い
っ
て
い
い
。

　

も
と
も
と
モ
デ
ル
と
し
て
出
発
し
た
太
田
さ
ん
は
、

タ
レ
ン
ト
の
道
へ
と
進
み
、
同
じ
事
務
所
に
所
属
し

て
い
た
太
田
光
さ
ん
と
出
会
っ
て
結
婚
し
た
。
と

こ
ろ
が
ほ
ど
な
く
、
爆
笑
問
題
は
所
属
事
務
所
か
ら

独
立
す
る
。
売
れ
な
い
時
代
に
は
、
得
意
の
パ
チ
ス

ロ
で
生
計
を
支
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
や
が
て
一
念

発
起
、
太
田
さ
ん
は
爆
笑
問
題
の
た
め
に
事
務
所
を

立
ち
上
げ
る
。
会
社
経
営
の
経
験
が
何
も
な
い
、
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
タ
レ
ン
ト
時
代
の

つ
て
を
た
ど
り
、
必
死
で
爆
笑
問
題
を
売
り
込
ん
だ
。

そ
の
努
力
た
る
や
察
し
て
余
り
あ
る
。

　

努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
爆
笑
問
題
は
人
気
コ
ン
ビ

へ
と
成
長
。
タ
レ
ン
ト
の
数
も
増
え
、
事
業
が
軌
道

に
乗
っ
て
か
ら
は
、
ハ
ー
ブ
専
門
店
と
フ
ラ
ワ
ー
シ

ョ
ッ
プ
の
経
営
に
も
乗
り
出
し
、
こ
ち
ら
も
成
功
に

こ
ぎ
つ
け
て
い
る
。
華
奢
な
身
体
に
は
似
合
わ
ず
、

経
営
者
と
し
て
も
辣
腕
の
持
ち
主
だ
。

　

そ
ん
な
太
田
さ
ん
が
今
回「
私
の
忘
れ
ら
れ
な
い

映
画
」と
し
て
選
ん
だ
の
は
、ウ
デ
ィ
・
ア
レ
ン
監
督

の『
カ
イ
ロ
の
紫
の
バ
ラ
』で
あ
る
。

空
想
力
の
重
要
性
を

再
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
映
画

　

浮
気
性
で
賭
け
事
の
好
き
な
夫
を
持
ち
、
辛
い

日
々
を
送
る
女
性
が
、
銀
幕
の
な
か
か
ら
抜
け
出
し

て
き
た
登
場
人
物
と
恋
に
落
ち
る
。
は
た
し
て
そ
れ

は
彼
女
の
空
想
の
世
界
の
出
来
事
な
の
か
、
そ
れ
と

も
現
実
に
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
か
。『
カ
イ
ロ
の
紫
の

バ
ラ
』は
そ
ん
な
空
想
と
現
実
の
は
ざ
ま
で
起
こ
る

不
思
議
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
映
画
だ
。

　

太
田
さ
ん
が
最
初
に
こ
の
映
画
と
出
会
っ
た
の
は

20
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ウ
デ
ィ
・
ア
レ
ン
好
き
の

夫
と
二
人
で
観
た
。

　
「
主
人
の
場
合
は
、ウ
デ
ィ
・
ア
レ
ン
自
身
が
主
演

を
務
め
て
い
る
理
屈
っ
ぽ
い
映
画
が
好
き
で
す
。
で

も
、
こ
の
映
画
で
は
純
粋
に
監
督
に
徹
し
て
い
て
、

出
演
し
て
い
ま
せ
ん
。
主
演
を
務
め
た
の
は
、
当
時

交
際
し
て
い
た
ミ
ア
・
フ
ァ
ロ
ー
で
し
た
か
ら
、
あ

ま
り
主
人
好
み
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
」

　

そ
れ
に
反
し
て
太
田
さ
ん
は
、ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
の
な

か
で
、こ
の
作
品
が
一
番
心
に
残
る
映
画
に
な
っ
た
。

　
「
多
か
れ
少
な
か
れ
、満
足
で
き
る
人
生
を
送
っ
て

い
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
、
映
画
や
本
か

ら
元
気
を
も
ら
っ
て
生
き
て
い
る
。
こ
の
映
画
は
誰

し
も
が
抱
く
、『
自
分
も
映
画
の
よ
う
な
ス
テ
キ
な

人
生
を
歩
み
た
い
』と
い
う
願
望
を
と
て
も
う
ま
く

つ
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
」

　

太
田
さ
ん
が
こ
の
映
画
に
惹
か
れ
た
理
由
は
も
う

ひ
と
つ
あ
る
。
太
田
さ
ん
自
身
も
こ
の
映
画
の
主
人

公
と
同
様
、
空
想
好
き
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
れ
や
こ

れ
や
と
空
想
し
、
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
考
え
を
巡
ら

せ
る
能
力
は
、
実
は
、
今
の
社
長
業
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
。
空
想
力
こ
そ
が
、
太
田
さ

ん
の
事
業
の
推
進
力
な
の
で
あ
る
。
空
想
力
の
重
要

性
を
改
め
て
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
も
、

太
田
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の『
カ
イ
ロ
の
紫
の
バ
ラ
』

が
、
か
け
が
え
の
な
い
映
画
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

『カイロの紫のバラ』
監督・脚本：ウディ・アレン
1985年度作品
DVD発売中　1,419円＋税
20世紀フォックス ホーム エンターテイメント ジャパン

『
カ
イ
ロ
の
紫
の
バ
ラ
』

持
ち
前
の
空
想
力
を
活
か
し
て

多
角
化
し
た
事
業
を
成
功
に
導
く

story
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０
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確
認
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
も
、

太
田
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の『
カ
イ
ロ
の
紫
の
バ
ラ
』

が
、
か
け
が
え
の
な
い
映
画
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

『カイロの紫のバラ』
監督・脚本：ウディ・アレン
1985年度作品
DVD発売中　1,419円＋税
20世紀フォックス ホーム エンターテイメント ジャパン

『
カ
イ
ロ
の
紫
の
バ
ラ
』

持
ち
前
の
空
想
力
を
活
か
し
て

多
角
化
し
た
事
業
を
成
功
に
導
く

story
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おおた・みつよ●1964年生まれ。爆笑問題ほかのタレントが所属する芸能事務所・株式会社タイタン代表取締役。
現在、太田光さんのためにつくった映画制作会社ファニーパンドラで、太田光さんの脚本・監督の映画を準備中。



【
新
庄
市
】

し
ん
じ
ょ
う
し

山
形
県
北
東
部
の
豪
雪
地

帯
に
あ
る
、
人
口
４
万
人

弱
の
城
下
町
。
山
形
新
幹

線
の
終
点
で
、
近
隣
の
温

泉
な
ど
の
玄
関
口
。
新
幹

線
延
伸
時
に
、
身
の
丈
を

超
え
る
公
共
投
資
を
行
い
、

総
務
省
か
ら
財
政
破
綻
の

恐
れ
が
あ
る
自
治
体
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

今
で
は
完
全
に
再
生
を
果

た
し
た
。

写真提供：NPO-AMP

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問
し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・
出
演
・
寄
稿
は
年
間
５
０
０
件
を
超
え
る
。
著
書
に『
里
山
資
本
主
義
』な
ど
。
最
新
の
著
書
は『
し
な
や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
』（
新
潮
社
）。

第2回

山
形
県
新
庄
市

　

振
り
返
っ
て
、「
あ
の
時
出
会
っ

た
小
さ
な
流
れ
が
、
後
々
大
き
な

河
に
な
っ
た
の
か
」と
感
動
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
８

年
10
月
、
山
形
県
新
庄
市
で
開
催

さ
れ
た「
全
国
１
０
０
円
商
店
街

サ
ミ
ッ
ト
」で
の
齋
藤
一
成
君
と

の
出
会
い
も
そ
う
で
し
た
。

　

彼
は
２
カ
月
に
一
度
開
催
さ

れ
る
新
庄
１
０
０
円
商
店
街
の

創
案
者
。
大
型
店
が
撤
退
し
普

段
は
人
影
も
ま
ば
ら
な
商
店
街

に
、
こ
の
日
だ
け
は
一
律
１
０
０

円
の
商
品
が
目
当
て
の
お
客
さ

ん
が
集
ま
り
ま
す
。
お
店
側
に

と
っ
て
は
在
庫
数
を
調
整
し
、
顧

客
基
盤
を
拡
大
す
る
大
き
な
チ

ャ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庄
市
役
所
の
一
若
手
職
員

な
が
ら
、
20
代
で
友
人
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

－

Ａア

ン

プ
Ｍ
Ｐ
を
結
成
し
、「
商
店
街

を
丸
ご
と
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

に
す
る
」と
い
う
発
想
を
現
実
の

も
の
と
し
た
齋
藤
君
。
補
助
金

は
一
切
使
わ
ず
、
集
客
の
実
績
で

商
店
主
を
説
得
し
、
参
加
店
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
私
が
訪
れ
た
頃
の
彼

は
ち
ょ
う
ど
、「
出
る
杭
は
打
た

れ
る
」を
地
で
行
く
よ
う
な
批
判

を
周
囲
か
ら
受
け
、
髪
の
毛
が
な

く
な
る
ほ
ど
の
心
労
に
耐
え
て

い
た
の
で
す
。
私
が
講
演
し
た

サ
ミ
ッ
ト
も
、
そ
の
時
点
で
は
地

方
の
商
店
街
関
係
者
が
数
十
人

ほ
ど
集
ま
っ
た
、
さ
さ
や
か
な
も

の
で
し
た
。

　

そ
ん
な
彼
も
今
で
は「
出
す
ぎ

た
杭
」
と
な
っ
て
、
簡
単
に
は
打

た
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
東
京

や
大
阪
を
含
め
全
国
３
０
０
商

店
街
以
上
に
広
ま
っ
た
１
０
０

円
商
店
街
は
、「
商
店
街
活
性
化

の
三
種
の
神
器
」の
筆
頭
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

齋
藤
君
の
持
論
は「
商
店
街
の

活
性
化
と
は
、
そ
こ
に
あ
る
個
々

の
お
店
の
収
益
の
増
加
」
で
す
。

地
元
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち

の
生
活
基
盤
と
な
る
商
店
街
を

消
さ
な
い
た
め
に
も
、
商
店
主
自

身
の
意
識
改
革
に
よ
る
活
性
化

を
行
わ
な
く
て
は
。
そ
ん
な
想

い
が
全
国
の
有
志
に
共
有
さ
れ
、

大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
広
が

り
ま
し
た
。

　

齋
藤
君
は
引
き
続
き
一
地
方

公
務
員
で
あ
り
つ
つ
、
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
の
商
業
活
性
化

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
兼
務
し
、
全
国

を
飛
び
回
っ
て
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
惜
し
み
な

く
伝
え
て
い
ま
す
。

「
公
」に
頼
ら
ず「
私
」で
再
生
！

シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
が
元
気
印
に

齋藤一成さん
齋藤さんによると、社会人になるまでは
商店街が遊び場だったという。齋藤さん
にとって商店街は、子どもの頃の思い出が
一杯詰まった場所なのだ。齋藤さんの著書
に、『100円商店街の魔法』（商業界）がある。

新庄市

第43回新庄100円商店街（2012年10月開催）

地方都市の若手公務員が、

商店街の歴史を変えた




